
【新株予約権の行使に関する調書合計表】 

 

記載要領 

１ 「調書の枚数」欄には、この合計表とともに提出する調書を「個人分」と「法人分」に区別し、それ

ぞれの枚数を記載する。 

２ 「個人分」欄には、居住者（国内に住所若しくは１年以上居所を有する個人）又は非居住者（居住者

以外の個人）による新株予約権の行使があったものについて記載する。 

３ 「法人分」欄には、内国法人（国内に本店若しくは主たる事務所を有する法人）又は外国法人（内国

法人以外の法人）による新株予約権の行使があったものについて記載する。 

４ 二重線で囲まれている欄は、提出義務者において記載を要しない。 


